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逢初川だより
～静岡県は、一日も早い復旧、復興を目指し、全力で逢初川の工事等を進めます～
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１ 逢初川源頭部の施工状況

逢初川源頭部土砂撤去工事の工事用道路に着手します。

令和３年７月の土石流災害によりお亡くなりになられました方々の御冥福を心よりお祈りする
とともに、被災されました皆様にお見舞いを申し上げます。

今なお多くの方が避難生活を続けられ、また１名の行方不明者の方の捜索が行われている最中
でありますが、熱海土木事務所では、被災した地域の安全を確保するため、逢初川の復旧や源頭
部の不安定土砂の撤去に取り組んでおります。

逢初川源頭部の不安定土砂の撤去については、伐採作業が完了し工事用道路の施工に着手いた
しますので、現在の施工状況をご報告します。工事中は、工事車両の通行等でご迷惑をおかけし
ますが、ご理解、ご協力をお願いいたします。

11月から伐採作業を進めており、１月23日から土砂の撤去に必要となる工事用道路の施工に着
手します（伐採の状況写真は裏面参照）。工事用道路が完了した後、土砂の撤去や運搬、土留め
工の設置を行っていきます。
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＜お問合せ先＞
静岡県熱海土木事務所伊豆山地区復興支援課・企画検査課
〒413-0016 熱海市水口町13番15号

TEL 0557-35-9267／0557-82-9171
FAX 0557-82-9110
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逢初川の復旧に関するご意見、ご質問は、以下のお問合せ先までお気軽にお問合せください。
なお、その他の詳しい資料は、熱海土木事務所ホームページに掲載しておりますので、ご覧ください。

もっと詳しく知りたいときは・・・

※本紙にお示しした図や写真等は、現時点での計画であり、今後、関係者との協議等により変更する場合があります。
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Topics 逢初川の護岸材料

上空から望む整備イメージ（鳥瞰）※熱海市伊豆山復興まちづくり計画に加筆

自然石を使用する範囲

自然石護岸のイメージ
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修善寺川（伊豆市）の事例

【写真①】 伐採作業の状況 【写真②】 伐採後の状況

伊豆山神社

般若院

逢初川は、伊豆山神社参道と一体となった流域の歴史・文化環境の中心となる軸であり、熱海市伊
豆山復興基本計画では「景観に配慮した整備」、復興まちづくり計画では「自然的な趣のある護岸整
備」が求められています。
このため、逢初川の護岸材料について逢初川周辺の方々に意見を伺ったところ、護岸には自然石が

ふさわしいとの声が多かったことから、県では護岸整備に自然石を使用することにいたしました。な
お、整備区間は急勾配で水の流れが速いため、自然石の裏にコンクリートを施工することで大雨にも
耐えることができる構造にします。
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